
0605 試験の構成と認定の目安

  し けん か  もく

試験科目と
とくてん く ぶん

得点区分との
たいおう

対応は、
ふた

二つの
ひょう

表を
ひだり

左から
みぎ

右へ
み

見てください。

N１とN2では、
ひと

一つの
  し けん か  もく

試験科目の「
げん  ご   ち しき

言語知識（
 も   じ

文字・
 ご   い

語彙・
ぶんぽう

文法）・
どっかい

読解」が、
とくてん く ぶん

得点区分では「
げん  ご   ち しき

言語知識（
 も   じ

文字・
 ご   い

語彙・
ぶんぽう

文法）」

と「
どっかい

読解」の
ふた

二つに
わ

分かれます。

N3では、
ふた

二つの
  し けん か  もく

試験科目の「
げん  ご   ち しき

言語知識（
 も   じ

文字・
 ご   い

語彙）」と「
げん  ご   ち しき

言語知識（
ぶんぽう

文法）・
どっかい

読解」が、
とくてん く ぶん

得点区分では「
げん  ご   ち しき

言語知識（
 も   じ

文字・
 ご   い

語彙・
ぶんぽう

文法）」と「
どっかい

読解」に
わ

分かれます。

N4とN5では、
ふた

二つの
  し けん か  もく

試験科目の「
げん  ご   ち しき

言語知識（
 も   じ

文字・
 ご   い

語彙）」と「
げん  ご   ち しき

言語知識（
ぶんぽう

文法）・
どっかい

読解」が、
とくてん く ぶん

得点区分では「
げん  ご   ち しき

言語知識（
 も   じ

文字・
 ご   い

語彙・
ぶんぽう

文法）・
どっかい

読解」の
ひと

一つにまとまります。

「
ちょうかい

聴解」は、
  し けん か  もく

試験科目と
とくてん く ぶん

得点区分とが、どのレベルでも
いっ ち

一致しています。

レベルによってちがいがあるのは、
かく

各レベルの
がくしゅうだんかい

学習段階の
とくちょう

特徴に
あ

合わせて、より
せいかく

正確に
  に  ほん ご  のうりょく

日本語能力が
はか

測れるようにしている

ためです。

かく

各レベルの
にんてい

認定の
 め  やす

目安は
した

下の
ひょう

表のとおりです。「
よ

読む」、「
き

聞く」という
げん  ご こうどう

言語行動で
あらわ

表しています。
ひょう

表には
か

書かれていませんが、これらの
げん  ご こうどう

言語行動を
じつげん

実現するための
げん  ご   ち しき

言語知識も
ひつよう

必要です。
  し けん

試験を
う

受けるときの
  し けん か  もく

試験科目は、
ひだり

左の
ひょう

表「
  し けん か  もく

試験科目と
  し けん じ  かん

試験時間」のとおりです。
  し けん

試験の
けっ か

結果をもらうときの
とくてん く ぶん

得点区分は、
みぎ

右の
ひょう

表「
とくてん く ぶん

得点区分と
とくてん

得点の
はん い

範囲」のとおりです。

試験の構成と認定の目安
し    けん　        こう　せい にん　てい め 　やす

 し  けん か もく

試験科目と
 し  けん じ かん

試験時間・
とくてん く ぶん

得点区分と
とくてん

得点の
はん い

範囲

にんてい

認定の
 め やす

目安

●
 し  けん か もく

試験科目と
 し  けん じ かん

試験時間 ●
とくてん く ぶん

得点区分と
とくてん

得点の
はん い

範囲

110
ぷん

分

60
ぷん

分

105
ふん

分

30
ぷん

分

70
ぷん

分

40
ぷん

分

ちょうかい

聴解

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙・
ぶんぽう

文法）
どっかい

読解

50
ぷん

分

ちょうかい

聴解

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙）
げん ご  ち  しき

言語知識（
ぶんぽう

文法）・
どっかい

読解

ちょうかい

聴解

30
ぷん

分

60
ぷん

分

35
ふん

分

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙）
げん ご  ち  しき

言語知識（
ぶんぽう

文法）・
どっかい

読解

ちょうかい

聴解

25
ふん

分

50
ぷん

分

30
ぷん

分

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙）

げん ご  ち  しき

言語知識（
ぶんぽう

文法）・
どっかい

読解

ちょうかい

聴解

ちょうかい

聴解

 し  けん か もく

試験科目

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙・
ぶんぽう

文法）

・
どっかい

読解

ちょうかい

聴解

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙・
ぶんぽう

文法）

・
どっかい

読解

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙・
ぶんぽう

文法）

・
どっかい

読解

0～60
てん

点

0～60
てん

点

0～60
てん

点

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙・
ぶんぽう

文法）
どっかい

読解

ちょうかい

聴解

0～60
てん

点

0～60
てん

点

0～60
てん

点

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙・
ぶんぽう

文法）
どっかい

読解

ちょうかい

聴解

0～60
てん

点

0～60
てん

点

0～60
てん

点

0～120
てん

点

0～60
てん

点

ちょうかい

聴解

げん ご  ち  しき

言語知識（
 も   じ

文字・
ご  い

語彙・
ぶんぽう

文法）

・
どっかい

読解
0～120

てん

点

0～60
てん

点

レベル
 し  けん じ  かん

試験時間
とくてん く ぶん

得点区分
とくてん

得点の
はん い

範囲（
しゃく  ど とくてん

尺度得点）

にんてい

認定の
 め やす

目安

はばひろ

幅広い
  ば めん

場面で
つか

使われる
  に  ほん  ご

日本語を
  り かい

理解することができる

レベル

よ

読む

き

聞く

・
はばひろ

幅広い
 わ  だい

話題について
か

書かれた
しんぶん

新聞の
ろんせつ

論説、
ひょうろん

評論など、
ろんりてき

論理的にやや
ふくざつ

複雑な
ぶんしょう

文章や
ちゅうしょうど

抽象度の
たか

高い
ぶんしょう

文章などを
よ

読んで、
ぶんしょう

文章

の
こうせい

構成や
ないよう

内容を
  り かい

理解することができる。

・さまざまな
 わ  だい

話題の
ないよう

内容に
ふか

深みのある
よ

読み
もの

物を
よ

読んで、
はなし

話の
なが

流れや
しょうさい

詳細な
ひょうげん  い  と

表現意図を
  り かい

理解することができる。

・ 
はばひろ

幅広い
  ば めん

場面において
 し ぜん

自然なスピードの、まとまりのある
かい わ

会話やニュース、
こう ぎ

講義を
き

聞いて、
はなし

話 の
なが

流れや
ないよう

内容、
とうじょうじんぶつ

登場人物の
かんけい

関係や
ないよう

内容の
ろん り こうせい

論理構成などを
しょうさい

詳細に
  り かい

理解したり、
よう  し

要旨を
  は あく

把握したりすることができる。

にちじょうてき

日常的な
  ば めん

場面で
つか

使われる
  に  ほん  ご

日本語の
  り かい

理解に
くわ

加え、より
はばひろ

幅広い
  ば めん

場面で
つか

使われる
  に  ほん  ご

日本語をある
てい ど  り  かい

程度理解することができる

よ

読む

き

聞く

・
はばひろ

幅広い
 わ  だい

話題について
か

書かれた
しんぶん

新聞や
ざっ し

雑誌の
き  じ

記事・
かいせつ

解説、
へい い

平易な
ひょうろん

評論など、
ろん  し

論旨が
めいかい

明快な
ぶんしょう

文章を
よ

読んで
ぶんしょう

文章の
ないよう

内容を
  り かい

理解

することができる。

・ 
いっぱんてき

一般的な
 わ  だい

話題に
かん

関する
よ

読み
もの

物を
よ

読んで、
はなし

話の
なが

流れや
ひょうげん  い  と

表現意図を
  り かい

理解することができる。

・
にちじょうてき

日常的な
  ば めん

場面に加えて
はばひろ

幅広い
  ば めん

場面で、
  し ぜん

自然に
ちか

近いスピードの、まとまりのある
かい  わ

会話やニュースを
き

聞いて、
はなし

話の
なが

流れや
ないよう

内容、
とうじょうじんぶつ

登場人物の
かんけい

関係を
  り かい

理解したり、
よう  し

要旨を
  は あく

把握したりすることができる。

にちじょうてき

日常的な
  ば めん

場面で
つか

使われる
  に  ほん  ご

日本語をある
てい ど  り  かい

程度理解することができる

よ

読む

き

聞く

・
にちじょうてき

日常的な
 わ  だい

話題について
か

書かれた
 ぐ  たいてき

具体的な
ないよう

内容を
あらわ

表す
ぶんしょう

文章を、
よ

読んで
  り かい

理解することができる。

・ 
しんぶん

新聞の
み  だ

見出しなどから
じょうほう

情報の
がいよう

概要をつかむことができる。

・ 
にちじょうてき

日常的な
  ば めん

場面で
め

目にする
なん い ど

難易度がやや
たか

高い
ぶんしょう

文章は、
い

言い
か

換え
ひょうげん

表現が
あた

与えられれば、
よう  し

要旨を
  り かい

理解することができる。

・
にちじょうてき

日常的な
  ば めん

場面で、やや
  し ぜん

自然に
ちか

近いスピードのまとまりのある
かい わ

会話を
き

聞いて、
はなし

話 の
 ぐ  たいてき

具体的な
ないよう

内容を
とうじょうじんぶつ

登場人物の
かんけい

関係などと

あわせてほぼ
  り かい

理解できる。

 き  ほんてき

基本的な
  に  ほん  ご

日本語を
  り かい

理解することができる

よ

読む

き

聞く

・ 
  き ほんてき

基本的な
ご  い

語彙や
かん じ

漢字を
つか

使って
か

書かれた
にちじょうせいかつ

日常生活の
なか

中でも
 み  ぢか

身近な
 わ  だい

話題の
ぶんしょう

文章を、
よ

読んで
  り かい

理解することができる。

・ 
にちじょうてき

日常的な
  ば めん

場面で、ややゆっくりと
はな

話される
かい わ

会話であれば、
ないよう

内容がほぼ
  り かい

理解できる。

 き  ほんてき

基本的な
  に  ほん  ご

日本語をある
てい ど  り  かい

程度理解することができる

よ

読む

き

聞く

・ ひらがなやカタカナ、
にちじょうせいかつ

日常生活で
もち

用いられる
  き ほんてき

基本的な
かん じ

漢字で
か

書かれた
ていけいてき

定型的な
ご  く

語句や
ぶん

文、
ぶんしょう

文章を
よ

読んで
  り かい

理解することが

できる。

・ 
きょうしつ

教室や、
み

身の
まわ

回りなど、
にちじょうせいかつ

日常生活の
なか

中でもよく
で  あ

出会う
  ば めん

場面で、ゆっくり
はな

話される
みじか

短い
かい わ

会話であれば、
ひつよう

必要な
じょうほう

情報を
き

聞き
と

取

ることができる。

くわ




